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テーマ概要① 

• フランス国民議会（下院）は2013年4月23日、同性愛者間の
法的婚姻と養子を認める法案の最終採決を行い、賛成多数
で可決した。上院ではすでに可決しており、同法は成立。オ
ランド大統領の署名や憲法会議による違憲審査を経て施行
される。同性婚を認める国としては世界で１４カ国目となる。 
 

• 同性婚合法化はオランド大統領の昨年の大統領選時の公
約の柱の一つだった。だが、保守系野党やカトリック教会は
強く反対し抗議デモが繰り広げられていた。欧州メディアは
社会党出身のミッテラン元大統領による１９８１年の死刑廃
止以来の国民を二分する「社会改革」と報じている。 

 



仮説 

• 各国の宗教・宗派の比率によって、同性婚に
対する賛成・批判の割合が変わってくるので
はないか。 

• 既に同性婚が法で認められている国ではあ
まり議論にならないのに対し、未だ認められ
ていない国では様々な意見が出ることで記事
の量が多くなるのではないか。 
 



比較した記事 

• フランス：Le Figaro 
• ドイツ：Frankfurter Allgemeine Zeitung 
• 日本：朝日新聞、毎日新聞 
• アメリカ：New York Times 
• イギリス：The Times, The guardian 



前提知識①：各国の宗教分布 
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仏 42.5 52.6 1.3 1.2 1.4 0.1 0.1 0.2 0.4 0.1 0.1 

米 19.8 23.2 26.2 0.8 4.2 0.2 0.2 0.7 19.5 5.3 - 

英 - 13.6 51.3 0.2 0.6 0.9 0.5 0.6 16.1 1.4 14.8 

独 24.9 31.6 38.2 0.3 0.0 1.7 - - 2.7 - 0.7 

日 51.8 0.8 1.0 0.5 0.1 - - 34.9 3.9 - 7.0 

（資料）電通総研・日本リサーチセンター編「世界60カ国価値観データブック」 （2006年6月9日収録） 



前提知識②：各宗教の同性婚に対する見方 

• キリスト教徒（カトリック）、ユダヤ教徒、イスラム教徒、
ヒンドゥー教徒は否定的。プロテスタントでは意見が割
れている。 

• 仏教徒はさほどタブーとはしない 
 
＊最近の流れ 
    同性愛も異性愛と同様に生まれつきの性的指向で
あって、いかなる意味においても差別されるべきでは
ないとの理解が広まっているから。 

※比較的容認傾向が強まっている欧米においても同性
愛に対する根強い否定感情が残っているということも
忘れられない。 
 



前提知識③：各国の同性婚に関する法整備 

• フランス：既に議会で可決、大統領の署名が行われ、今
夏に発効する見通し。 

• NY：合法。しかしアメリカの他の州では認可されていな
いところが多い。 

• ドイツ：パートナーシップ法（夫婦に準じる権利を同性
カップルにも認める法律）が存在する。 

• イギリス：パートナーシップ法に加え、養子縁組も可能。 
• 日本：認可されていない。養子縁組制度が同性婚の代
替的な機能を果たしているが、近年の欧米諸国での同
性婚合法化を受けて、日本でも同性婚合法化を望む声
が高まりつつある。 
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記事内容比較 

• 宗教に関する報道の有無 
• 概要の有無 
• 違憲審査が求められている件について触れている
か否か 

• 可決後の結婚、養子制度に関する言及の有無 
 
以上４点に関して着目しながら比較を行う。 
 



記事内容比較 
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①宗教に関する報
道 

○ × ○ ○ ○ 

②概要の有無 × ○ ○ ○ ○ 

③違憲審査が求め
られている件 

○ ○ × ○ ○ 

④可決後の結婚、
養子制度への言及 

○ ○ ○ ○ ○ 



【考察】フランス  

• 概要については一切書かれていない。 
→フランス国民にとっては昔からお馴染みのト
ピックであるからか。 

• 法案可決に関しての言及は特になく、デモに
関する報道が主だった。 

• 法案可決により、フランスが大きく2つに分か
れると報じる。 

• 24日の報道ではカトリックの有権者に対する
影響などについて言及されている。 



【考察】アメリカ 
• 同性婚法案の可決よりも、デモに焦点を当てられた報
道となっている。 

• 宗教面やこれから直面する問題についても書かれて
いるが、大統領への政治的不安についても言及が
あった。 

• Homophobia（同性愛に対する嫌悪）という単語を多用
しつつ、同性婚法案に対する反対者のインタビューも
載せている。 

• 23日に大きく書かれていて、24日の記事は文章が長
い割に深く掘り下げて書かれてはいなかった。 

→同時期のボストン・マラソンの事件が大きかったため、
2日に分けて記事を書かざるを得なかったのか。 



【考察】ドイツ 
• 他の新聞紙よりも細かい概要。事実報道のみ。 
（自国の法整備についてや仏・米・英と違って宗教に
ついて言及のような分析はしていない） 
→ドイツでは今年の２月に同性パートナーシップ登録
をしているカップルに、婚姻関係になる夫婦と同様
に養子縁組をする権利を認める判決を下した。 

ードイツ国内でもホットな話題なので、国民の感情を
逆撫でしないように事実報道のみに？ 

ー仏で起こった大規模なデモの発生への危惧？ 
 



【考察】日本 

• 宗教に関しては、フランスに多いカトリックが家
族などの伝統的価値を重視するため反発がある、
ということのみ言及。 

• 概要は簡単であるが、バクス法との違いについ
て述べられている。 

• 違憲審査の請求についても述べられているが、
ほぼ合憲となるだろうとの予測を示している。 

• 可決後の影響については、人々の精神面や人
権問題に対する影響などについて触れられてい
る。 
 



【考察】全体を通して 

• なぜ、全世界共通でデモの記事をメインに取り
上げているのか 

 
1. フランスの歴史的なイメージより 
→フランス革命に始まり、フランスは市民が意見を
述べるきっかけとしてまずデモから始まる、とい
うイメージがあるのではないか。 

2. フランス国民がこの法案についてどのような意
見を示しているのか、デモを報じることによって
メディアが伝えようとした、という意図があるの
ではないか。 



【考察】仮説を受けて 
• 各国の宗教・宗派の比率によって、同性婚に対する賛成・
批判の割合が変わってくるのではないか。 

→具体的に賛成・反対というような形で各新聞のカラーが出
ることはなかった。しかし、デモを多く取り上げることによっ
て、反対者の声が紙面に載る機会は多かったと言える。 

 
• 既に同性婚が法で認められている国ではあまり議論にな
らないのに対し、未だ認められていない国では様々な意見
が出ることで記事の量が多くなるのではないか。 

→同性婚が法で認められているかどうか、ということは記事
の量に影響を及ぼさなかったようだ。同性婚というトピック
に身近な国ほど全体として記事量が多かった。 
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